
 

平成 25年６月２０日 大雪山国立公園東大雪地域 

登山道関係者による情報交換会 

 
出席者名簿 

 
所属 備考 

 
十勝西部森林管理署東大雪支署   

 
十勝総合振興局    

 

新得町   

 

上士幌町 
  

 
新得山岳会   

 
NPOひがし大雪自然ガイドセンター   

 
日本山岳会北海道支部   

 
大雪山国立公園研究者ネットワーク   

 
山のトイレを考える会   

 
北海道山岳整備   

 
上川自然保護官事務所   

 
上士幌自然保護官事務所   

 
合計１５人    
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H25 年度 登山道作業(活動)予定箇所 

所属 作業予定場所 作業予定日・内容 

十勝西部森林管理署東大雪

支署 

①十勝岳・沼ノ原登山口     

②白雲山・天望山 

①７月～８月頃・草刈り                       

②10 月頃・草刈り(然別休養林協議会で実施) 

十勝総合振興局  ①トムラウシ山短縮登山口､

ニペソツ山・石狩岳登山口 

②トムラウシ山南沼・ニペソ

ツ山 

③トムラウシ山短縮登山口 

①６月 29 日高山植物保護対策事業            

②６月下旬～１０月上旬・携帯トイレブースの設

置 

③６月下旬～１０月上旬・バイオトイレの設置 

新得町 トムラウシ登山道 ７月上旬 新道荒廃部分の改善作業 

(新得地区登山道等維持管理連絡協議会で実施) 

上士幌町 ニペソツ山・石狩岳・西クマ

ネシリ岳・ウペペサンケ山 

6/1～10/31 

・ニペソツ山・石狩岳登山口のトイレ管理             

・ニペソツ山・石狩岳・西クマネシリ岳・ウペペ

サンケ山登山道管理 

鹿追町 白雲山、天望山 10 月中旬 登山道整備 

(然別自然休養林保護管理協議会として実施) 

士幌町     

新得山岳会 トムラウシ山 7/7 登山道の清掃 

しほろ自然環境に親しむ会 白雲山 ７月中旬～下旬 登山道ササ狩り 

ボレアルフォレスト     

然別湖ネイチャーセンター     

NPO ひがし大雪自然ガイ

ドセンター 

ニペソツ山 7 月～10 月 登山道の修復 

北海道山岳ガイド協会東大

雪地区連絡調整室 

    

日本山岳会北海道支部 十勝岳 6/1～10/10 高山植物の生育状況確認 

      盗掘防止のための巡視 

大雪山国立公園パークボラ

ンティア連絡会 

別紙の通り ※資料７ ロープ張り、避難小屋の清掃等 

大雪山国立公園研究者ネッ

トワーク 

    

山のトイレを考える会 大雪山の登山口やビジターセ

ンター等 

9/8 山のトイレ問題改善の啓発パンフ等配布 

清掃登山 

登山道整備(美瑛山岳会)の資材運搬補助 

北海道山岳整備 未定 ・近自然工法による登山道整備  

・近自然工法の記録と啓蒙活動 

北海道地方環境事務所 別紙の通り ※資料６   



 



 



 



 



 



 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成２５年度 ＰＶ年間活動計画 

 日 程  場 所        行   事    内容等 

4 月 9 日（火） 東川ＲＨ ○４月役員会 18 時～ 

5/11（土）～

12（日） 

十勝岳 

温泉 

○５月役員会 

○連絡会総会（十勝岳温泉凌雲閣） 

1 日目：総会 

2 日目：春山研修 

5 月 22 日

（水） 

上川町 ○運営協議会総会  

5 月 17 日

（金） 

士幌町 ●セイヨウオオマルハナバチ防除活動 防除活動 

6 月 4 日（火） 東川ＲＨ ○６月役員会 18 時～ 

6/18 日（火） ぬかびら周

辺 

●セイヨウオオマルハナバチ防除活動 防除活動 

6 月 15日(土) 

6 月 16 日

（日） 

 

十勝岳 

旭岳山頂～

間宮岳 

●登山道整備 

●登山道整備 

 

ﾛｰﾌﾟ補強、清掃 

ﾛｰﾌﾟ補強、清掃 

 

6/17（月） 

～21（金） 

赤岳 ●高山蝶パトロール週間（週２回程度） 

※高山蝶の増減傾向把握のためのモニタリン

グも含む 

密猟防止パトロール 

 

6 月 30 日

（日） 

緑岳・赤岳 

・富良野岳 

●高山蝶重点パトロール 現地重点パトロール 

6/下～7 月上

（２回程度） 

層雲峡温泉

街 

●外来種防除活動（ルピナス等） 防除活動 

7 月 2 日（火） 東川ＲＨ ○７月役員会 18 時～ 

7/5～7/7 ヒサゴ沼 ●登山道整備                       ﾛｰﾌﾟ補強、清掃 

7 月 10 日

（水） 

トムラウシ

山 

●登山道整備 ※カムイ天井付近 資材運び 

7/16（火） 

～19（金） 

然別湖 ●ウチダザリガニ防除   ザリガニ防除 

7 月 21 日

（日） 

旭岳裾合 ●登山道整備 ﾛｰﾌﾟ補強、清掃 

7 月 愛山渓 ●登山道整備 ※当麻乗越近く 登山道ササ刈り 

7 月下旬 愛山渓 ●登山道整備 ※沼の平半月湖周辺 ロープ柵張り 

8 月 4 日（日） 

 

層雲峡 

旭岳温泉 

●自然公園クリーンデー                    

                                   

清掃活動 

 

資料７ 



 

 

 

白金温泉 

天人峡 

ぬかびら 

 

 

8 月 6 日（火） 東川ＲＨ ○８月役員会 18 時～ 

8 月中～下旬 旭岳周辺 ●セイヨウオオマルハナバチ防除活動週間 防除活動 

8 月中～下旬 銀泉台入口

～コマクサ

平 

●外来種防除活動（オオハンゴンソウ、フラ

ンスギク、セイヨウオオマルハナバチ等） 

防除活動 

9 月 3 日（火） 東川ＲＨ ○９月役員会 18 時～ 

9 月 14～16

日 

ヒサゴ沼 ●登山道整備                       ﾛｰﾌﾟ緩め、清掃 

9/中～下旬 高原温泉沼 

巡りコース、 

赤岳銀泉台 

●マイカー規制対応                 

※土日祝日＋平日 2 日程/週 

自然解説活動、 

受付補助 

 

9/28（土） 十勝岳 ●登山道整備 ﾛｰﾌﾟ緩め、清掃 

9/29（日） 

 

旭岳山頂 

旭岳裾合 

●登山道整備 

 

ﾛｰﾌﾟ緩め、清掃 

 

10 月 1 日

（火） 

東川ＲＨ ○10 月役員会 18 時～ 

10/中旬 然別湖 ●然別自然休養林登山道整備 登山道ササ刈り 

10/中旬 然別湖 ●ウチダザリガニ防除 防除活動 

1 月中旬 旭川市内 ○１月役員会および新年会  

2 月中旬 場所別途 ○冬期研修会  

2 月下旬又は 

3 月上旬 

愛山渓他 ●スノーモビル等乗入れ規制合同パトロール  

年間  ●事務所行事への協力（観察会・フォーラム

など） 

●層雲峡 VC における来館者への自然解説等 

 

○：役員会・研修会等 ●：行事等 

 

 

 

 

 

 



2013 年 2 月 27 日(金) 

NPO 法人山の ECHO 

 

“「山はみんなの宝」憲章、及び大雪山”入山者ルール“に関する意見交

換会” 

意見交換会 議事要旨 

 

日時 2013年 2月 27日（水） 13：30～16：40 

場所 北海道上川総合振興局 4階展望会議室 

出席者 ・大雪山関係者（配布資料の参加者名簿参照） 

・事務局：NPO法人山の ECHO（2名） 

 

 

■参加者からの発言 抜粋 

 登山道の荒廃に関する管理水準を設定している。山への心構えを設定し、来

た人が全員楽しめるように、自己責任と事故防止を徹底すべきである。 

 各団体はマナーガイドを配布しているものの、発行から長い期間が経過して

いる可能性があり、登山者や各団体窓口に無い可能性もある。現在はインタ

ーネットを通じてなど、情報入手の手段も変わっている可能性もあり、検討

する必要がある。 

 山のトイレマナーガイドなど、ガイドブック自体が大きいと山へ持ち込む事

が嫌がられるようなので、山ガールを意識した女性向けデザインのガイドの

作成、アウトドアショップなどにも置かせてもらう、などの工夫が必要。 

 マナーガイドは観光パンフレットとは別に登山の案内を作成していること

もあり、一緒にすることも必要。 

 上川では「山の利用の在り方検討会」を年４〜５回開催している。入山利用

の協議をしたが利用者が多く、個人負担や責任などについても考えており、

今後検討が必要。 

 パンフは種類が多いのに、無くなったときの問い合わせ先、がない。 

■意見交換内容 抜粋 

□入山準備について――――― 

 情報へのアクセスを考える。例えばスマホ対応、ネット対応などで今さら紙

媒体は不要と考えられる。さらにアジア系が増加している事も有、他言語化、

レンタカー移動（観光目的）なども考慮する必要がある。これら内容を１つ

の冊子に決定版として作成する。 

添付資料① 

（山のトイレを考える会 提供） 



 情報収集源は昔だと Lonely Planet であったが、現在は多様化している。問

題は問い合わせ、ルールなどがパンフごとに異なっている場合。（携帯トイ

レを使え、携帯トイレを使いましょう、安全の為ストック使え、植生を考え

ストック使うななどの記述あり。しかし問合せ先不明）。 

 最近は外国人だけでなく日本人も情報に触れていないケースもある。危険な

ときに指示したり服装など注意しても、難しい。客だから注意しきれないと

ころもある。ただし、トムラウシの事故以来、悪天候などで登山をする人が

減った（慎重化）。しかし外国人が相変わらず服装等も軽装で危険がある。 

 マナー、ルールのお願いについて、前提としての心得やルールがあるのだが、

パンフでは浸透していかないため、今後はテレビで周知する、など異なった

手法が必要かもしれない 

 山ガールなど、新たな利用者層が増加している。大雪山は男女、家族連れ、

共に増加している。ただし、山岳団体は山 Boy/Girl 共に若年層は増えず、

高齢化している。 

□自然保護――――― 

 登山道より林道で蝶を取る行為が目立っている（層雲峡）。林道に水を撒く、

餌まきをしているケースがあり熊が寄ってきており危険な状態であるが、当

事者は罪悪感が無い様子である。蝶は１つ３万円でネット売却しているらし

い（天然記念物でないので規制できない）。これらを取り締まる根拠が難し

く、お願いベースでしかできない。特別保護地区で怪しい動きしているのは

卵取りが多い。ペンションなどでは餌の売り場、蝶の取り方をしている（＊

釣り吉三平の漫画家が紹介していることも一因）。 

 昆虫採集に比べ、高山植物の盗掘は少なくなっている。外来種の駆除により、

りリシリヒナゲシ、オオマルハナバチなどが影響している。 

□行動制限――――― 

 トイレイルランニングについて、特別地域を通過する場合、大雪山では徒歩

のみ（ファーストトレッキング）となっている。ただ、ルートが認められて

いない場所もコースとして入っている。山を自転車で移動するクロスカント

リーなどは多くはない。 

 ストックについては雪渓が多いので、安全上使用してほしい。ただ、キャッ

プが抜けやすい（利尻ではキャップをつけてくれとお願いしている 土嚢整

備のため）点は注意が必要。12〜13 年、年配の登山客もいる為、使った方

が良い。 

□入山料／有料トイレ――――― 

 トイレは看板を設置しているが、管理人いない場所がある点が問題。 

 国立公園などは ID を発行して使いたい人に配布などのアイディアが必要。



燃費について、トイレ側に太陽光発電を設置するのはどうか。 

 朝日岳の例として、札を入れておく、中身が見えるハコにするなどのアイデ

ィアがある。ただし、トイレの利用人数をカウントするのは難しい。入山料

とおひねり BOX。 

 屋久島の例として、入山料は施設利用料として明確に徴収している。限られ

た場所でしっかり徴収する事が必要。使い方が限定していれば分かりやすい。 

 環境に支払うという発想も重要だが、そこを利用している人が楽しむ為に支

払うという考え方もある。 

□ペット連れの登山者――――― 

 ロープウェイは禁止、かごに入れても問題ない。病気の問題がある。イヌ嫌

いがいたら抱きかかえてもらう。法的にはリールさえ繋がっていればさんも

セーフとなっている。 

■意見交換会のまとめ意見 抜粋 

 マナーはとにかく繰り返し協議していく事が大切である。 

 啓発用のパンフレットは各団体でも内容には統一感を持たせたものを作り

たい 

 主体的な市民による管理金体制が必要で、今後も協議会は実施していく。利

用されている方が関わるという意識が保全につながる。 

 受け皿を作り、各市長村担当者などに、小屋やトイレだけにつかう協力金を

もらう。 

 登山者の案内について パンフレットを統一的なものにして PR していく。 

 入山者の事故責任はスキーやスノボについても規制するべきである。 

 登山ガイドを資格のように、登山者と山のレベルを一致させる必要がある。 

 携帯電話がどこで繋がるかを知らずにスマートフォンのみで山を登る層が

出てきている。今後も登山の常識も変わり続けるため、情報を更新できる仕

組みづくりが必要。 

 施設の維持管理 予算も無いので緊急的なものを優先して実施し、協力金で

維持管理をする。 

 先進的な取り組みがはじまっていると感じた。登山道の管理については既に

会議がはじまっているが、それに絡めてルールなどの話を進める必要ありま

たこういう機会を持ちたい。 

 



 



 



 

添付資料② 

（上士幌町 提供） 



 


